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復興まちづくり通信 

一般社団法人 復興みなさん会 

一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。

読者の皆様からの情報、ご意見、ご提案を頂戴できれば幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌津地区防集２団地 引き渡し終える 

 歌津伊里前地区で造成が進められてきた防災集

団移転「中学校上」、「枡沢」両団地の工事が完成し、 

4月上旬に移転事業の参加者に引き渡されました。

中学校上団地は 51区画、枡沢団地には 53区画の宅 

 

 

 

 

 

循環型社会実現を南三陸から世界へ発信 

～ホテル観洋で環境シンポジウム～ 

 ホテル観洋を会場に 4月 9日、「豊かな自然・人・

社会を未来につなぐシンポジウム」が開催されまし

た。南三陸町や環境省が主催したもので、町内外か

ら約 150人が出席。「持続可能な地域づくり」をテー

マに、講演などが行われました。トークセッション

には、みなさん会のメンバーで、「かもめの虹色会議」

代表の工藤真弓さんも登壇し、活動を報告しました。 

 

 

 

 

（ドローンで撮影した枡沢団地の全景） 

復興まちづくり通信 
 

地が整備されました。すでに半数近くが地鎮祭な

どを終えており、中には基礎工事が完了し、建物

本体工事に着手した世帯もあります。早いところ

では、お盆前の入居が見込まれています。 

 

 

 



一般社団法人 復興みなさん会 

 

 

 

 
〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  
大阪コミュニティ財団「東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金」助成事業 

 

一般社団法人 復興みなさん会 

当法人の活動に助成金を頂きました 

～トヨタ財団など４団体から～ 
 

 当法人が平成 28 年度中に行う活動に対しては、

昨年度からの継続で「赤い羽根災害ボランティア・

ＮＰＯ活動サポート募金」からの助成が行われてい

ますが、４月より、以下の４財団から新たに助成を

いただくことが決定しました。 

公益財団法人トヨタ財団 

特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

公益財団法人大阪コミュニティ財団 

公益信託オオバまちづくり基金 

（参加者が揃って記念撮影＝戸倉中仮設住宅集会所） 

戸倉中・志中仮設で「椿のお茶会」開催 

 復興みなさん会が主催する「椿のお茶会」が４

月 14 日、戸倉中仮設住宅集会所と志津川中仮設住

宅集会所の２か所で開かれました。午前中の戸倉

のお茶会には入居者 11 人が参加しました。 

 この日は、日本セラピューティック・ケア協会

（秋吉美千代理事長、本部福岡県太宰府市）のメ

ンバー17 人が来訪。入居者にネック＆ショルダー

ケア、レッグケアなどの施術を行いました。 

終了後には、太宰府名物「梅ヶ枝餅」をいただ

きながら、和やかに交流のひと時を過ごしました。           

（中学校上団地「集会所」の完成イメージ図） 

 

「集会所」の基本設計案固まる 

歌津地区 中学校上団地・枡沢団地 
 

 歌津伊里前地区の高台移転「中学校上」、「枡

沢」両団地に建設される集会所の基本設計が

公表されました。いずれも木造平屋造りで、

延べ床面積はおよそ 160 ㎡。集会室、和室、

調理室、倉庫、多目的トイレなどが整備され

ます。自治会設立後に、備品購入補助金とし

て、それぞれ 125 万円が交付される予定です。 

 今年の秋頃に建設に着手し、来年の 1 月か

ら 2 月にかけての完成が見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度はこれらの支援を活かして、次のような

事業を行います。①これから災害公営住宅に入居

される方に対して、情報提供や顔合わせ等を行う

事前交流会を開催します。②入居が進む災害公営

住宅について、自治会の設立をお手伝いし、自治

活動への助成を行います。③これまで別々に話し

合いを行ってきた災害公営の方と防集の方が一

緒のコミュニティ活動ができるような場づくり

をします。④お茶会や種拾い・植樹といった「椿

のまちづくり活動」はこれまで通り継続します。

⑤新しいまちづくりの動きについて取材・発信す

る「復興まちづくり通信」の発行も継続します。 
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